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議事録（スタッフ会議）・第二回
2020年８月20日（火）
15：00～16：20
参加者：田中施設長、芳賀サビ管、江畑、丸山

1． ケースカンファレンス
1 　関根さん（最近の生活上の課題）
①　自室にて大声で歌う行為について。 
· 歌を歌い始めた時に声かけを行う。その場で注意、後からは効果なしの為。
· 周り（他の部屋）の事を考える事。周囲の人がどう感じるか考えることを伝える。
・　　大声で歌うと気になる人もいる事、静かに過ごしたい人もいる事などで声かけを
行う。
②　外出に伴うコロナ対応について。
· ボウリングや釣りなどの外出の申し出があったら外出の自粛を理解してもらう。「行きたいよね、でもね」など共感しつつコロナ対応に具体的に想像して理解してもらう。
③　熱中症になった時の対応について。
· 熱中症になっても「しんごう」から迎えには行けない事。
· 買い物時や仕事時でなったら、涼しい場所で休みつつ水分補給し回復したら「しんごう」へ戻る。
又は、タクシーを呼んで「しんごう」へ戻り、支払いは「金庫」から出す。「金庫」
から出せない時は施設長と相談して決定する。
· 朝食をしっかり食する事を促す。
④　お金について。
· あんサポを利用申し込みが済んだ。利用契約はもう少し先になる見通し。
· 親の仕送り額の扱いについては保留。
⑤　副作用について
· 眠気がひどく起きらず、朝食もしっかり摂れないということをなくす為に、起床後のランニングやサイクリングの提案をした。
世話人が来る前に鍵を開けて外に出ても今のところいいと伝えてあるので、本人がやる気になるよう様子を見ながら声掛けをしてみる。
· 医師に手紙にて本人の生活状況を伝える。その返答として、衝動が抑えきれない、暴食、お金の使い方などの衝動が副作用だとは考えられないとの話がありました。
引き続き様子を見たいと思います。
· 次回の通院（9月17日）に芳賀サビ管も同行予定をしている。

⑥　その他
· 感情のコントロールが難しい時に、衝動的な行動が出る可能性がある事を片隅に入れておく。
· 前施設の職員が時々来所し、本人と今後も関わりを継続して下さるとの事。（成人になる位まで）

2 高橋さん（体験利用した際に感じた課題）
· 来週27日（木）から入居。
· 下の名前で呼ばない事。
· シャワー後に洗面所の床をペーパータオルで拭いていた。
（今後は、雑巾で拭く事を促す）
· 一般的な家事は行った事がない。（洗濯、食器洗い、掃除など）
· シャワーは一日二回の使用はＯＫとする。
シャワー後に、いい匂いがしないとの情報があり、どんな方法で洗っているのか、聞いたり匂いを嗅ぐなり確認をする。
· シャンプー、ボディソープ、洗剤、柔軟剤の分量および区別が分かっていないようなので、慣れるまで教える。
· 白米は、ある分だけ食するので少なめに焚く。一人一食茶わん一杯分が目安（四人で1.3合ほど、）
· エアコン設定の仕方が分からないとの事。
体験時は、ドアノブに露がついていた事から室内は寒くなっていた。温度を確認したところ19℃でした。
今後、夏場のエアコン設定温度は25℃にしておくよう促す。
室内が寒い時は、非接触式電子温度計で計測をする。
　　A MODE  →　室温
　　C MODE  →　体温
· 小5から支援学級へ中学になると引きこもりとなり、母親に対し暴力を振った事がある。また、二階から飛び降り怪我をした経験あり。
· 暴力性がある事を片隅にいれておく。
· 情報が少ない。

3 儀間さん（最近の生活上の課題）
· ９月から週三回オードリーへ。本人が行くという気持ちを持てるよう声掛けをする。
· 面会は、コロナ収束するまで我慢して頂く。
· 散策を早朝にして、ラーメン屋までと目標を持って行ってもらう。

4 その他
· ドレッシングやマヨネーズの使用量が多いので、健康上よろしくないので
限度以上をかけるようなら、自分用のドレッシングやマヨネーズを購入してもらう。

2． ヒヤリハットについて
1 田中施設長から、「ハインリッヒの法則」の説明を頂く。

ヒヤリハットを0に近づける事が重大な事故の防止に繋がる。

←　1件の重大な事故


29件の軽微な事故


ヒヤリハット情報の収集やこれに基づく改善活動を行い事故防止へ。


300件のヒヤリハット


2 ほのぼのに、ヒヤリハット報告書を新規に作成する。
· 個人報告　→　ヒヤリハット

3 危機管理マニュアル作成
· 火事、地震、台風、侵入者（泥棒）の危機について、まずは作成予定。

3． 今後の入居者の予定
· 毛呂の方で、50歳男性、入居予定。
　　
　　　　　　　　以上
